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研究成果の概要（和文）：研究代表者はグラスゴー大学のHamish McLeod氏やMaki Rooksby氏らと共に「ひきこ
もり」尺度の英語版を作成した。尺度は順序尺度(ordinal scale）で作成し、生活状況(Daily Life & Self 
Care)、社会参加(Occupational Role)、社会的交流(Social Interaction)の三つの程度について総合的に把握で
きるものを作成した。作成した尺度を英語版は英国の臨床での適用を試み、さらに他尺度のとの相関を調べた。
またフランス語版と日本語版を作成し、日仏の臨床で「ひきこもり」を対象に尺度を適用し信頼性と妥当性を検
証するための準備を行った。

研究成果の概要（英文）：I, the principal investigator, created an English version of a scale for “
Hikikomori” together with my international collaborators, Dr. Hamish McLeod and Dr. Maki Rooksby of
 the University of Glasgow. We prepared the scale as an ordinal scale to comprehensively grasp the 
degree of three items: Daily Life & Self, Occupational Role, and Social Interaction. The prepared 
English version of the scale was tested in clinical practice in the United Kingdom and the 
correlation with other scales were examined. Furthermore, a French version and a Japanese version 
were created. I applied the scale for “Hikikomori” in clinical practice in Japan and France and 
prepared to investigate its reliability and validity.

研究分野：精神医学、精神病理学、ひきこもりの日仏臨床研究

キーワード： ひきこもり　社会的退却　フランス　ヨーロッパ　青年　国際尺度

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、英国、フランス、ドイツ、イタリア、スペインなどヨーロッパ各地で多くの「ひきこもり」研究がまさに
行われようとしている状況である。実際、「ひきこもり」を現地に見出したという報告がヨーロッパ各国からな
されてきている。本研究によって国際標準尺度が作成されたので、今後ヨーロッパの研究者にとっても極めて有
用となり、本研究はこれまでのひきこもり研究の体系や方向を大きく変革・転換させる可能性がある。研究代表
者の西欧における臨床研究活動は、西欧のメディアでもしばしば取り上げられており、その成果は学術的意義を
超えて社会的意義を有することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
「ひきこもり」は、日本では 1990 年代以降深刻な社会問題となっている。統計的には、日本
には 100 万人の「ひきこもり」がいるという最も多い推測もある。さらに、最近では、日本や韓
国などのアジアの先進国だけではなく、イタリアやスペイン、フランスなど、ヨーロッパの各国
の「ひきこもり」の出現についての報告(Furuhashi 2013, Furuhashi 2014, Furuhashi 2015, 
Furuhashi 2017)が登場しつつある。しかし、「ひきこもり」の重症度を測定する共通の尺度が存
在しないので、研究代表者はしばしば不自由さを感じてきた。さて、日本において「ひきこもり」
は現在以下のように複数の軸で評価されている。 
第１軸：背景精神障害の診断 
第２軸：発達障害の診断 
第３軸：パーソナリティ傾向の評価 
第４軸：ひきこもりの段階の評価 
第５軸：環境の評価： ひきこもりを生じることに寄与した環境要因とそこからの立ち直りを支
援できる地域資源などの評価 
第６軸：診断と支援方針に基づいたひきこもり分類 
 これらのうち、第 4軸は「準備段階」⇒「開始段階」⇒「ひきこもり段階」と進んでいくとさ
れている。だが、これは時間的段階を示すもので、それぞれの時期の重症度を測定する尺度でな
い。既存の Social-Adaptive Functioning Evaluation(1997)は統合失調症向けのものであり、
Apathy Evaluation Scale(1991)のように本人を直接評価する尺度であったり、尺度の多くは自
記式の尺度であったりと閉じこもって評価者が接近できない患者には有用性が低い。こうした
中、研究代表者が 2017 年 5 月にグラスゴー大学で「ひきこもり」の講演会を行ったとき企画し
たグラスゴー大学精神科の Hamish McLeod 氏や Maki Rooksby 氏と共に研究代表者が中心になり
「ひきこもり」の状態を測定できる国際尺度を作成することになった。 
 
２．研究の目的 
日本で発見された「ひきこもり」が、近年ヨーロッパ各地で確認されるようになっている。だ
が、「様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就労、家庭外
での交遊など）を回避し，原則的には 6 ヵ月以上にわたって概ね家庭にとどまり続けている状
態を指す現象概念」（厚生労働科学研究費補助金こころの健康科学研究事業「思春期のひきこも
りをもたらす精神科疾患の実態把握と精神医学的治療・援助システムの構築に関する研究（Ｈ
19-こころ-一般-010）」研究代表者 齊藤万比古）という定義上の原則は満たした上でも、各「ひ
きこもり」事例について、その程度、状態などの重症度を測定する共通の国際標準尺度が存在せ
ず、客観的かつ科学的に「ひきこもり」事例の程度が把握できないのが現状である。そのため本
研究では、共通の国際標準尺度を作成することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
１）研究代表者がグラスゴー大学に滞在。Hamish McLeod 氏らと共に「ひきこもり」尺度の英語
版を作成。なお尺度は順序尺度(ordinal scale）で作成し、生活状況(Daily Life & Self Care)、
社会的交流(Social Interaction)、学業や仕事など社会参加(Occupational Role)の三つの程度
について総合的に把握できるものを作成（2018 年 6月) 
２）「ひきこもり」尺度を発表する英語論文を完成させ投稿（2022 年度予定） 
３）Hamish McLeod 氏と Maki Rooksby 氏らが来日し、「ひきこもり」尺度の日本語版を作成し臨
床例への適用を検討（2019 年 7月） 
４）作成した尺度をイギリスの臨床においてそれぞれ適用。Apathy Evaluation Scale(1991)な
ど他尺度のとの相関を調べた（2019 年 1月）。 
５）イギリスと日本のそれぞれの臨床で「ひきこもり」を対象に尺度を適用し信頼性と妥当性を
検証（イギリス；2019 年,日本；2019 年） 
６）フランスのパリ・クレテイユ・自治体共同医療センターの研究チームと「ひきこもり」尺度
のフランス語版を作成（2021 年 10 月） 
７）パリ・クレテイユ・自治体共同医療センターの研究チームが、仏語版尺度をフランスの臨床
で適用し、信頼性と妥当性を検証（2022 年 1月～３月） 
 
４．研究成果 
2018 年度については、本科学研究費補助金の採択の通知は 2018 年 7月にあり、その後、海外
の研究協力者間で連絡を取り始めたが、海外の大学の研究協力者の来日の都合のために、 2019
年 1月から 3月に予定していた研究の一部が 2ヶ月後ろ倒しになった。しかし、まず、始めにお
こなうはずであった「ひきこもり」 尺度のドラフトを作成するために、研究代表者はストラス
ブール大学に滞在。順序尺度(ordinal scale）で作成し、生活状況、社会的 交流、学業や仕事
など社会参加の三つの程度について総合的に把握できるものをドラフト作成した。フランスで、



研究代表者は、ストラスブール医学部精神科のセクター医療に臨床観察医としての資格を得て
いるので、2019 年 1 月中旬から 3 月上旬まで閉じこもりなどの理由で病院に来院が困難な患者
の訪問診療を行ってきた。その中で本尺度のドラフト版を試験的に施行し臨床的な有用性の感
触をまずは得た。同時に、共同研究を行っているグラスゴー大学心理学部と共同して、その後の
本尺度の信頼性と妥当性の検証に向けた心理学的研究の準備を行うために、他の「無気力」など
を評価する尺度（全て自記式ではあるが）や関連する文献を収集した。 
2019 年度については、2019 年 4 月に、ストラスブール医学部精神科のセクター医療の看護師
を招へいし、名古屋大学で治療を担当している日本のひきこもりのうち、親のみが受診して本人
が受診しないケースの訪問診療を行い、本尺度の完成版を試験的に施行し臨床的な有用性を再
確認した。2019 年 5 月中旬に、研究代表者がグラスゴー大学に滞在し、ひきこもりの国際標準
尺度のドラフトを完成させ、Apathy Evaluation Scale(1991)など他尺度のとの相関を調べる作
業を行い、本尺度についての英語論文の出版をグラスゴー大学の共同研究者らと検討した。また、
5月中旬以降はグラスゴーからフランスのストラスブールへと移動し、再び閉じこもりなどの理
由で病院に来院が困難な患者の訪問診療を行い、本尺度の完成版を試験的に施行し臨床的な有
用性を確認した。2019 年 7 月下旬に研究協力者であるグラスゴー大学の Hamish McLeod 氏と
Maki Rooksby 氏らを招へいし、シンポジウムを開催し、日本の心理学者や精神科医らと議論を
行い、さらに、ひきこもりの国際標準尺度についてのワーキンググループを開き、「ひきこもり」
尺度の日本語版についても検討を行った。また、2020 年 1 月から 3 月には、研究代表者がフラ
ンスのストラスブールに滞在し、ストラスブール医学部精神科のセクター医療で研究代表者自
身が訪問診療を行い、臨床的な有用性を再確認し、ストラスブール大学精神科で、ひきこもりの
国際標準尺度のフランス語版の作成について検討を行った。また、完成した尺度の研究発表に向
けて、名古屋大学のひきこもり学生の診療録から、作成した尺度で評価した得点、年齢、性別、
学年、精神医学的診断、ひきこもりの期間、 生活状況、学業や仕事など社会参加の状況、社会
的交流の状況、インターネットやゲームの没入の程度を抽出するために、名古屋大学総合保健体
育科学センター健康・スポーツ系研究倫理委員会に研究倫理審査申請を 2019 年 11 月に行い受
理された。 
当初の予定では、2020 年 8 月下旬に、研究代表者がグラスゴー大学に滞在し、ひきこもりの
国際標準尺度を完成させ、本尺度から得られた研究データついての英語論文の出版をグラスゴ
ー大学の共同研究者らと検討し、また、8月下旬以降はグラスゴーからフランスのストラスブー
ルへと移動し、2020 年 10 月上旬まで再び閉じこもりなどの理由で病院に来院が困難な患者の訪
問診療を行い、本尺度の完成版を試験的に施行し再び臨床的な有用性を確認するはずであった
が、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に係る海外渡航の制限のために、英国やフランスに研
究代表者が渡航することができなかった。 
さらに、2021 年 1 月から 3 月には、研究代表者がフランスのストラスブールに滞在し、スト
ラスブール医学部精神科のセクター医療で研究代表者自身が訪問診療を行い、臨床的な有用性
を再確認し、ストラスブール大学医学部精神科でひきこもりの国際標準尺度のフランス語版の
作成について検討を行う予定であったが、やはり同様に、新型コロナウイルス感染症の拡大防止
に係る海外渡航の制限のために、英国やフランスに研究代表者が渡航することができなかった。 
以上の予定の中には、訪問診療の中で臨床的な有用性確認するなど、オンラインに切り替える
ことができないものが多かった。 
一方、名古屋大学のひきこもりの診療録から、さらに、作成した尺度で評価した得点、年齢、
性別、学年、精神医学的診断、ひきこもりの期間、 生活状況、学業や仕事など社会参加の状況、
社会的交流の状況、インターネットやゲームの没入の程度を抽出した研究データの論文の作成
については、日本に留まりながらもオンラインで研究協力者であるグラスゴー大学の Hamish 
McLeod 氏と Maki Rooksby 氏らと行うことができ、2021 年度以降に海外の学術専門誌に投稿す
るための準備が整った。 
2021 年度は、2021 年 5月から 7月、8月から 10 月、2022 年 1 月から 3月は、研究代表者がフ
ランスのストラスブールに滞在し、ストラスブール医学部精神科のセクター医療で研究代表者
自身が訪問診療を行い、臨床的な有用性を再確認することができた。以上の予定の中には、訪問
診療の中で臨床的な有用性を確認するなど、オンラインに切り替えることのできないものが多
かった。一方、研究データの論文の作成については、日本に留まりながらも オンラインで研究
協力者であるグラスゴー大学の Hamish McLeod 氏と Maki Rooksby 氏らと行うことができ、海外
の学術専門誌に投稿する直前の状態まで準備が整った。 
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